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芦崎保護水面及び周辺のマクロペントス分布調査(ⅠⅠ)

柳谷 智 ･川村 要

昨年度の調査で芦崎湾のベントス組成の若干の知見が得られた｡今年度はさらに当海域の種組成､

個体数､群集構成の季節及び年変化を明らかにしようとしたので報告する｡

調 査 方 法

62年6月～11月の間に図1に示す8地点を田村式採泥器 (採集面積1/207n2)により採泥後､19m

目の筋中で砂泥を洗い流し､筒中に残った生物を採集して10%ホルマリン溶液で固定し､種類別に

個体数､殻長､湿重量等を測定した｡

/♂

図 1 マクロベン

トス調査地点調 査 結 果(

1) マクロベントスの分布状況結果は表 1のとおりで全出現種類は12種類であり､地点別の種類範

囲は1-6種類であった｡地点別個体数は8月6日の調査地点1の25個体､種類別個体数は8月6日の多毛網イソメ科

の29個体が最高であった｡各種の殻長等の範囲は､キララガイで殻長15.8nn､ヒメシラトリガイで殻

長5.5-34.4訊n､ホトトギスガイで殻長5.8-14.1nn､クモヒトデ類で盤径

2.7-115 m であった.全出現種類､種類範囲は昨年にほぼ等しかった｡調査期日の稔個体数は昨年

より8月以降､少なかった｡(

2) マクロペントスの出現割合結果は図2のとおりで保護水面内の二枚貝出現率が高く､調査地点1

-3を平均すると35%以上であった｡しかし､保護水面内は昨年より二枚貝出現率は低く

､多毛類の出現率が高かった｡調査地点4以降は昨年同様､多毛類の出現率が高かった｡
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図2マクロベンス ト出現割合 6



表1 マクロペソトス測定結果

調査期日62･6･26 調査期日

門柄 目 斗 鍾 測定 項 目 調 査 地 点 種類別
個休 調 査 地1 2 3 4 5 6 7

8 1 2 3 4 5 6軟休動物 枚負 原 マメクレヽヽヽガイ 辛ララガイ 個 体 数最 小 殻 長 くd最 大 殻 長 一衣)平 均 殻 長 山全 湿 重 量 (?)平均湿重

量 (列 11581.4異歯 ツコウ ヒメシラトリガイ 個 休 数最 小 殻 長 (～最 大 殻 長 (暮一平 均 殻 長 (7[一全 湿 重 量 (9:i平均湿 重量 (列 217228.723.04.82.4 213.115月14.40.70.3 420.030.824B8.72.2 15.50.1) 9 1

2692.7 417月25.122B6.91.7 321.128926.07.425翼形 イガイ ホトトギスガイ 個 体 数最 小 殻 長 (～最 大 殻 長 (暮一平 均 殻 長 仙仝 湿 重 量 (9)平均湿重量 (9) 2599.67.80.2)0.1) 25Br6.36

.10.1)0.05) 4 410914.112.50.60.15 68.513.6ll.00.90.15その他 個 休 数最 小 殻 長 (鵬最 大 殻 長 山平 均 殻 長 山仝 湿 重 量 (9)平均湿重量 (g) 15.10.1) 110.70.1 35.27.26.20.1)0.03) 33.89.16.00.1)0.03) 17.20.1. 9 16.50.1) 35.

67.46.70.30.1節足動物 甲殻 カ類 個 休 数全 甲 幅 仙エ

ど類 個 棟 数全 長 仙 114.0 1秩 舵尾多毛 ク 個 体 数 2 12 14 3613 111 4 4 1212 105ll19116 1 2 129 14 1 25皮動物環形動 チイでコ宗⊇ モヒト一一.●フ~類ロリソメフシカイ汚許明 最 小 盤 径 仙最 大 盤 径 仙平 均 盤 径 一一全 湿 重 量け)平均湿重量 (9)個 休 数個 棟 数

個 棟 数個 体 数個 体 数 7.9ll.59.70.60.3124 49

5B5.40.2)

0.05)



62･8･6 調査期日62･9･24 調査期日62･11･18

点 種類別個体数 調 査 地 点 種類別個体数 調 査 地 点 種類別個体数7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

I 18 126.02.6 221.134.427.86月3.3 118.00.7 11060.1 5 221.325B23月3.51.8 319.4

31.025.96.72.2 510 110.70.1 1

4 112.00.1 14.90.1) 15.70.

1) 115.90.2 1840.1) 5 17.30.2 114.3 1

24.55.14.80.10.05 6 14ー00.1) 53.03.82.90.10.02) 6 16

80.1 14.00.1) 42.75.63.60.2

)0.05) 1 72 1 2 3
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図3 調査地

点別種多様度指数表 3-(1) 調査期間にお
ける種組成の類似度 (木元のC7

C指数)St.1

6 月 8 月 9 月 11

月68 0.554

9 0.552 0.234

ll 0.349 0.870 0.099

6 月 8 月 9 月 11 月

6 ＼8 0.433

9 0.755 0.474

ll 0.348 0.903 0.400

St.36 月 8 月 9 月

11 月6

8 0.751

9 0.698 0.64

9＼ ｣ll 0.558 0.379 0.63

66 月 8 月

9 月 11 月68 0.53

39 0.467 0_

430ll 0.811 0.569 0.364 St.56 月 8 月

9 月 11 月6＼

8 0.545

9 0.290

0.462ll OBOO 0.157 0.119

6 月 8 月 9 月 11 月

68 0.550

9 0290 0.41

7ll

0.503 0.251 0.736St.76 月 8 月

9 月 11 月6＼8 0.6679 0.660 0.548ll 0.137 0.604 0.252 ＼6

月 8 月 9 月 11 月6

8 0.4299 0_000 0.632

ll 0.000 0.000 0.000 0-0

6月ロ一･一口

8月△一･･一△ 9月0---0 11月表 3-(2)地点間における種組成の

類似度(木元C7n指数)62年 6月26日St.1 St. 2 St. 3 St.4 St . 5

St. 6 St.7 St . 81234
5 0.5850.7820_6510.308 0_7100.2480.377ー0.4120.25

0 0.500 0.569 0.64 8 0.5646 0

.555 0.5

87 0.334 0.2237 0_335 0.045 0.029

0.316 0.3898 0.000 0.000 0.000 0.111 0_700 0.127 62年8月6日St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St

.81234 0.71 10.5200.457

0.4170.295 0.741 0.2640.5010.5735

0.690 0.548 0ー1460.1506 0.235 0.

133 0.633 0_7557 0.779 0_603 0.440 0_508 0.8188 0.259 0.141 0.670 0.863 0

.194 0.855 62年 9月24日St,1 St.2 St.3 St4 SL.5 St.6

St.7 St.812345 0.5000.2410.4000,0
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(調査地点)図4 マクロペソトスの地点別デンドログラム過去2

年の調査結果から､芦崎湾マクロベントスの周年分布を検討してみた｡(1) 湾奥は二枚貝 (特にホトトギスガイ､ヒメシラトリガイ)が､

湾中～外は多毛類､クモヒトデ類が卓越して分布すると思われた｡(2)群集の多様

性に一定の傾向はなく､種々な種類数 ･個体数で分布すると思われた｡(3) 地点別 ･時期別の群集間の

類似性も低く､独立して分布すると思われた｡参 考 文 献1)木元新作 (1976):動物群集研究法一多様性と種類組成-.第 1版,生態学研究

法講座 14,共立出版東京,54-56..2)木元新作 (1976):動物群集研究法一多様性と種類組成-,第1版,生態学研究法講座 1




